
 

 

健康福祉委員会資料 

（健康福祉局関係） 

 

１ 令和４年第５回定例会提出予定議案の説明 

 (1) 議案第１８８号  川崎市井田重度障害者等生活施設の指定管理者の指

定について 

資料１ 指定管理者指定議案に係る参考資料 

別  紙 指定管理予定者の選定結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１１月２５日 

健康福祉局 
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資料１ 

議案第１８８号参考資料 

 

１ 管理を行わせる公の施設の概要 

(1) 名称 川崎市井田重度障害者等生活施設 

(2) 所在地 川崎市中原区井田３丁目１６番１号 

(3) 設置条例 川崎市総合リハビリテーションセンター及び障害者福祉施設条

例 

(4) 設置目的 重度の障害者に対して、日中及び夜間において日常生活上の支

援を行うとともに、生活能力や身体機能の向上のための訓練のサ

ービスを提供し、地域で生活する障害者及びその家族への支援を

行い、障害者の自立の促進及び福祉の増進を図ることを目的とす

る。 

(5) 施設の事業内容 (1) 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための

法律（以下「法」という。）第５条第１０項に規定する施設

入所支援に関すること。 

(2) 法第５条第７項に規定する生活介護に関すること。 

(3) 法第５条第１２項に規定する自立訓練に関すること。 

(4) 法第５条第８項に規定する短期入所に関すること。 

(5) 精神障害者（その疑いのある者を含む。）に対し、当該精神

障害者が入所して生活能力の向上のために必要な訓練等を

体験することを目的として一時的に居室その他の施設にお

いて家事等の日常生活能力の向上のために必要な訓練、その

他の生活能力の向上のために必要な便宜の供与に関するこ

と。 

(6) 川崎市障害者（児）緊急時短期入所ベッド確保事業に関する

こと。 

(7) その他目的を達成するために必要な業務に関すること。 

(6) 現在の管理者 桜の風共同事業体 

(7) 現在の管理運営費 １７５，３９９千円（平成３０年度～令和４年度までの５年間の平均年額） 

２ 指定管理者となる団体の概要 

名   称 桜の風共同事業体 

所 在 地 川崎市中原区西加瀬１０番３号 

代表団体 社会福祉法人育桜福祉会 

理事長 萩原 利昌 

設 立 年 月 昭和５６年２月１２日 

基 本 財 産 

又は資本の額 

１１億５，２８６万３，３４３円 

職 員 数 

又は従業員数 

理事６人、監事２人、職員４１７人 

設 立 目 的 多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供される 

よう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立 

した生活を地域社会において営むことができるよう支援することを目的と 

する。 
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事 業 概 要 

（令和3年度） 

１ 第１種社会福祉事業 

(1) 障害者支援施設の経営 

２ 第２種社会福祉事業 

(1) 障害福祉サービス事業の経営 

(2) 相談支援事業の経営 

(3) 地域生活支援事業の経営 

(4) 身体障害者福祉センターの経営 

決   算 

（令和3年度） 

事業活動収入計     ２，３５５，６３２，３５０円 

事業活動支出計     ２，２２８，９３４，２８７円 

事業活動資金収支差額    １２６，６９８，０６３円・・・（１） 

 

施設整備等収入計       ４１，１３５，７１５円 

施設整備等支出計       ８８，６３８，７７２円 

施設整備等資金収支差額   △４７，５０３，０５７円・・・（２） 

 

その他の活動収入計      １２，７３３，５５０円 

その他の活動支出計      ６０，７１０，２５０円 

その他の活動資金収支差額  △４７，９７６，７００円・・・（３） 

 

当期資金収支差額       ３１，２１８，３０６円・・・（４） 

（（１）＋（２）＋（３）） 

 

前期末支払資金残高     ８６４，６８２，０８６円・・・（５） 

 

当期末支払資金残高     ８９５，９００，３９２円 

（（４）＋（５）） 

構成団体 
社会福祉法人川崎聖風福祉会 

理事長 野神 昭雄 

所 在 地 川崎市川崎区池上新町３丁目１番地８ 

設立年月日 昭和４３年８月１２日 
基本財産 

又は資本の額 １２億１，７３６万８，９８９円 

職 員 数 

又は従業員数 
理事６名、監事２名、職員２６７名 

設 立 目 的 多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供される

よう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立

した生活を地域社会において営むことができるよう支援することを目的と

する。 

事 業 概 要 

（令和3年度） 

川崎聖風福祉会 

１ 第１種社会福祉事業 

(1) 救護施設の経営 

(2) 養護老人ホームの経営 

２ 第２種社会福祉事業 

(1) 障害福祉サービス事業の経営 

(2) 相談支援事業の経営 

(3) 地域生活支援事業の経営 
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(4) 老人デイサービス事業の経営 

(5) 老人居宅介護等事業の経営 

３ 公益を目的とする事業 

(1) 居宅介護支援事業の経 

決   算 

（令和3年度） 

事業活動収入計     １，４４８，８７６，６５０円 

事業活動支出計     １，４０８，４３２，３９４円 

事業活動資金収支差額     ４０，４４４，２５６円・・・（１） 

 

施設整備等収入計       ２０，６１６，０００円 

施設整備等支出計      １２２，４２５，９８９円 

施設整備等資金収支差額  △１０１，８０９，９８９円・・・（２） 

 

その他の活動収入計      ９３，９２８，７３３円 

その他の活動支出計      ３１，０６１，５００円 

その他の活動資金収支差額   ６２，８６７，２３３円・・・（３） 

 

当期資金収支差額        １，５０１，５００円・・・（４） 

（（１）＋（２）＋（３）） 

 

前期末支払資金残高     ３８６，０７１，７８７円・・・（５） 

 

当期末支払資金残高     ３８７，５７３，２８７円 

（（４）＋（５）） 

 

３ 指定期間 

令和５年４月１日から令和１０年３月３１日まで 

４ 選定結果 

別紙のとおり 

５ 事業計画 

項  目 事業内容 

障害者支援に対する考え

方、方向性、取組 

(1)地域の関係機関と連携した地域生活支援型施設の機能の充

実を進める。  

(2)暮らす施設から社会生活力を獲得する施設とする。 

(3)在宅支援の拠点施設としての機能の充実を目指す。 

施設運営計画（提供するサ

ービスの考え方、日課等） 

（さくらユニット） 

(1)日常の安定した生活への支援（ユニットでの生活支援） 

(2)地域移行を目指した支援 

(3)多様な日中活動の支援 

(4)自立訓練（機能訓練）の支援 

(5)短期入所による支援 

（もみの木ユニット） 

(1)地域生活を前提とした日常生活の支援（ユニットでの生活

支援） 

(2)自立訓練（生活訓練）の支援 
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(3)短期入所による支援 

(4)体験宿泊による支援 

他機関等との連携につい

ての考え方 

(1)障害者更生相談所、精神保健福祉センター等の公的機関 

との日常的な連携 

(2)相談支援機関との連携 

(3)通所施設などの地域の支援機関との連携 

(4)地域移行後支援（アフターフォロー）の強化 

(5)自立支援協議会との連携 

課題の把握及び重点的な

取組についての考え方 

(1)専門的支援体制や緊急ニーズの受け入れ体制の充実 

(2)職員の育成と定着 

(3)日中活動の充実  

上乗せ提案 【上乗せ提案】 

（社会福祉法人育桜福祉会） 

「さくらユニット」 

施設の見学や実習の受け入れはもとより、川崎社会福祉協議会

や川崎市障害福祉施設事業協会とも連携した出張講座を行い、

地域の障害理解の促進に努める。等 

（社会福祉法人川崎聖風福祉会） 

「もみの木ユニット」 

 宿泊型自立訓練の利用を終えた方に実際に地域で生活を営

まれている経験などを語っていただき、ピア活動の機会を提供

する。等 

６ 収支計画  

育桜福祉会                             (単位：千円) 

項 目 
 金額（消費税及び地方消費税を含む。) 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 合 計 

 収  入 586,101 594,386 600,591 606,805 610,948 2,998,831 

 指定管理料 152,703 152,703 152,703 152,703 152,703 763,515 

 自立支援費等収入 301,106 307,128 311,645 316,161 319,172 1,555,212 

 川崎市加算 92,058 93,835 95,163 96,496 97,386 474,938 

 その他の収入 40,234 40,720 41,080 41,445 41,687 205,166 

支  出 587,522 591,013 598,433 609,233 612,580 2,998,781 

 

川崎聖風福祉会 

項 目 
 金額（消費税及び地方消費税を含む。) 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 合 計 

 収  入 108,353 108,353 108,353 108,353 108,353 541,765 

 指定管理料 24,037 24,037 24,037 24,037 24,037 120,185 

 自立支援費等収入 71,268 71,268 71,268 71,268 71,268 356,340 

 川崎市加算 7,289 7,289 7,289 7,289 7,289 36,445 

 その他の収入 5,759 5,759 5,759 5,759 5,759 28,795 

支  出 106,043 107,086 108,135 109,777 110,083 541,124 
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別紙 

川崎市井田重度障害者等生活施設の指定管理予定者の選定結果について 

 

１ 応募状況 

  応募団体：１団体（桜の風共同事業体） 

 

２ 指定管理者選定評価委員会委員 

【学識経験者】  赤塚 光子 （元立教大学コミュニティ福祉学部教授） 

【学識経験者】  隆島 研吾 （元神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部教授） 

【学識経験者】  柳田 正明 （山梨県立大学人間福祉学部教授） 

【学識経験者】  行實 志都子（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部社会福祉学科教授） 

【財務の専門家】  内野 恵美 （公認会計士） 

 

３ 選定理由 

次期指定管理業務に関して仕様書に沿った提案がなされており、事業や収支の計画も

妥当と言える。また、これまでの運営状況も良好であり、今までどおり安定した施設運

営が見込まれること等を評価し、当該団体を選定した。 

（１）施設の設置目的の達成及びサービスの向上 

  通過型の施設として、地域生活へ移行するなどの当該施設のコンセプトを十分に理解

し、また今までの運営実績を生かしたかたちで、施設の管理運営に係る適切な基本方針

や事業計画等について具体的な提案がなされていた。 

（２）施設機能の発揮と管理経費の縮減 

  効率的な施設運営に対する考え方・方針が明確に示されており、事業計画と整合がと

れた収支計画となっている点などを評価した。 

（３）事業の安定性及び継続性の確保への取組 

  提案された職員体制が充実していること、職員の確保策や職員の資質向上に向けた取

組が具体的であることなどを評価した。 

（４）応募団体自身に関する項目 

  当該施設に加えて類似施設の運営実績が豊富であり、運営実績を踏まえた提案がなさ

れ、安定した施設の管理運営が見込まれることを評価した。 

（５）応募団体の取組に関する事項 

  情報公開の取組、コンプライアンス遵守のための取組等を評価した。 

（６）その他の事項 

  特別支援学校生徒の施設体験利用事業や地域生活支援ＳＯＳかわさき事業といった地

域における公益的活動に関する提案等を評価した。 
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４ 審査結果（※基準点６００点以上） 

選定基準 配点 桜の風共同事業体 

基
準
評
価
項
目 

①施設の設置目的の達成及びサ

ービスの向上 
３５０点 ２６７点 

②施設機能の発揮と管理経費の

縮減 
２５０点 １６７点 

③事業の安定性及び継続性の確

保への取組 
１２５点 ８５点 

④応募団体自身に関する事項 

 
１５０点 １０５点 

⑤応募団体の取組に関する事項 

 
１２５点 ８４点 

基準評価 合計 １，０００点 ７０８点 

実績評価点 

（標準を０点として、加減点） 
 ２５点 

総合計 １，０００点 ７３３点 

 

５ 提案額 

  年   額  １７６，７４０千円 

  指定期間計  ８８３，７００千円（５年間） 
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